
札幌市東区鉄東第２地区において新しい地図を作成します。

 札 幌 法 務 局

実施地区の土地所有者の皆様へのお願い

札幌法務局では、令和８年度・令和９年度の事業として、札幌市東区北九条東一丁

目の一部、同東二丁目の全部、北十条東一丁目の一部、同東二丁目から四丁目の全部、

北十一条東一丁目の一部、同東二丁目から四丁目の全部、北十二条東一丁目の一部、

同東二丁目及び三丁目の全部（下図参照）において、新しい地図を作成することとし

ました。

この事業は、一筆の土地ごとに境界を確認するとともに、精度の高い測量結果に基

づいて地図を作成し、土地の正確な位置・形状・面積・地目を明らかにし、これらを

登記に反映させるものです。  

また、新しい地図が完成しますと、今後、災害等で境界標識が分からなくなった場

合でも、容易に元の境界を現地に復元できるようになり、従前に増して財産としての

土地の保全や取引の安全、あるいは道路整備等の公共事業の円滑な実施に大いに寄与

することができるものと考えます。  

つきましては、今後、事業を進める上で皆様の御協力が不可欠ですので、この事業

の趣旨を御理解いただき、御協力くださいますようお願いします。  

実施地区（事業工区名：札幌市東区鉄東第２地区）

（ 国 土 地 理 院 の 地 形 図 に 朱 色 で 網 掛 け を 施 し 使 用 ）

■ 地図作成事業を実施するメリットは
１ 各土地の筆界点（境界点）が確定するとともに、登記記録（登記簿）上の地目

及び地積が正しく修正されることから、不動産の保全・取引の安全が確保されま

す。  

２  各土地の筆界点（境界点）が確定され、その位置が特定できることから、境界

紛争の防止が期待できます。  

３  各土地の筆界点（境界点）の位置を公共座標値により管理することができるよ

うになり、現地を容易に復元することができますので、街づくりや災害復旧への

貢献ができます。  

４  各土地の筆界点（境界点）が確定することにより、道路、下水道、公園等の社

会基盤の整備などの公共事業の推進が期待できます。  

５ 固定資産税課税の適正化・公正化が図られます。



■  地図作成事業の経緯  
  土地や建物を売買したり、あるいは抵当権を設定したりしたときは、法務局（登

記所）に備え付けられている登記記録（登記簿）に登記がされますが、法務局には、

登記記録（登記簿）のほかに、登記された土地の位置や形状等を記載した地図（一

般に公図と呼ばれています。）を備え付けています。この地図は、登記された土地

を特定する際の基本となるもので、登記記録（登記簿）と同様に土地等の取引には

不可欠の資料であり、基本地図とも呼ばれています。  

実施地区の現在の地図は、北海道庁が大正１１年に作成したものであり、これを

法務局に備え付けて公開していますが、当時の測量技術の問題もあり、精度が低く、

土地の位置や区画（筆界）が現地と合致しているとはいえない状況にあります。ま

た、実施地区のような大都市に所在する土地の地価は高騰し、権利関係の複雑化が

進むとともに、土地の細分化が繰り返し行われてきたこと等から、これまで地図整

備を行うことが極めて困難でした。  

そこで、札幌法務局では、これまでも大都市部を中心として地図作成を行ってき

ましたが、これまで積み上げた実績をいかし、緊急性及び必要性の高い大都市地区

において、基本地図を整備することとしました。  

 

■  地図作成事業の流れ  
本地図作成事業の流れは、別紙「不動産登記法に定める地図ができるまで（あら

まし）」を御覧ください。  

 

■  測量経費は  
 この作業の測量に必要な経費は全て法務局で負担します。ただし、境界確認の際

に立ち会うための交通費等の経費は御本人の負担となりますので御了承ください。 

 

■  事業完了後は  
 調査や測量の結果は、地図作成事業の完了前に皆様に公開します。もし、御納得

がいかないときは、異議の申出をすることができます。  

 

 
 皆様にお願いすること  

 １  事業期間中に、作業担当者が境界点を確認しますので、立会いをお願い
します。  

 ２  境界点については、その位置を事前に確認しておいてください。  
 ３  境界標や道路上などの杭は、測量の基礎になるものですから、これを抜

いたり動かしたりしないようにしてください。  
 ４  調査や測量の際に、皆様の土地に立ち入ることがありますので、御了承

ください。  
 ５  地図作成事業の完了前に、調査や測量の結果を公開しますので、皆様に

確認をお願いします。  
 

 

※ この 事 業 につ い て 御 不明 な 点 があ り ま し たら 、 以 下の 連 絡 先 へお 問 い 合せ く だ さ い。  

 

【連絡先】〒０６０－０８０８  

札幌市北区北８条西２丁目１番１  札幌第１合同庁舎１階  

札幌法務局地図作成事業  現地事務所  

電話：０１１（７０９）２６５５【直通】  

業務対応時間：平日午前９時～午後５時  



 

         札 幌 法 務 局  

  

２ 準備作業  令和９年１月～４月  

 ■地区内の皆様に対する地図作成事業の実施についてのお知らせ  

 ■関係資料の作成  

 ■関係官公署との打合せ 

１ 基準点測量     令和８年１２月までに実施  

 ■地図作成上の骨組みとなる大切な測量で、後の一筆地測量の基礎  

  となるものです。 

※ 地区内には、平成１６年度都市再生街区基本調査で街区三角点、街区多角点が設置
されており、それらを利用して基準多角点を設置しています。 

３ 一筆地調査・一筆地測量  令和９年５月～８月  

 

 

 

 

 

 

① 一筆地調査 

 ■土地の所有者又は代理人の方に立ち会っていただき、一筆ごとに

その境界や地番・地目を調査・確認します。  

② 一筆地測量 

 ■１の基準点測量で設置した基準多角点を利用し、測量機器を用い

て①の一筆地調査で確認した境界までの距離や角度を測定しま

す。  

※ 作業担当者は、身分証明書を携帯し「法務局」の腕章等を着用します。 

【境界確認】境界の調査に立ち会い、境界の確認をしていただいた場合には、土地所

有者又は代理人の方の署名をいただきます。 

【相  談】土地の分筆・合筆・地目変更その他登記についての相談がある方は、作

業担当者に申し出てください。  



 

 

 

 

 

 

 

【問合せ先】  

 〒0６０－０８０８ 札幌市北区北 8 条西 2 丁目１番１ 札幌第１合同庁舎１階  

札幌法務局地図作成事業 現地事務所  

電話 ０１１（７０９）２６５５ 

 業務対応時間 平日午前９時～午後５時 

５ 地図作成  令和９年１０月～１１月  

 ■土地の位置・形状を縮尺５００分の１の地図に図示します。     

※ 境界点ごとに「座標値」を付けます。この「座標値」が面積計算や地図作成の基にな

り、また、境界標がない場合でも、この「座標値」によって元の境界位置を復元するこ

とができます。  

６ 縦覧・異議申出  令和９年１２月  

 ■地図の原図、地積等一覧表を一定期間皆様に公開しますので、異議があ

れば申し出てください。 

 

※ こうして、皆様の土地は、現況と地図そして登記記録（登記簿）の三者が一致するこ

とになり、不動産の保全や取引の安全が向上します。 

４ 測量結果の境界立会  令和９年９月～１０月  

■筆界保全標（金属プレートやプラスチック杭など）で測量結果の境界位置

を明示しますので、その位置を立会いで確認していただきます。  

※ 境界の立会い（２回目）をお願いします。 
※ 御承諾の際には、署名又は記名捺印をお願いします。 

※ 「地積等一覧表」には、地図作成前後の地目・地積などが記載されますので、御自
分の土地の記載内容をお確かめください。 

※ 縦覧期間と縦覧場所は、事前に御案内します。 

７ 修正登記  令和１０年１月～２月  

 ■調査・測量の結果、地目や面積が登記記録（登記簿）と一致しない土地

については、法務局が修正します。 




